
soho Life / 第３章　ファイルメニュー 

ファイルメニュー 
ファイルメニューでは以下の機能を実行することができます。 

新規データベース 新規データベースを作成し、複数の別会社等が管理できます。 

データベースを開く 複数作成されたデータベース（会社等）を切り替えます。 

日付設定 日付フォーマットの変更ができます。 

都道府県 郵便番号関連データです。 

市区町村 郵便番号関連データです。 

郵便番号 郵便番号関連データです。 

記録 内部的なエラーのログやFAX送信票・書類送付状の 

 テンプレートが保存されます。 

 また、あなたのメモとして利用できます。 
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新規データベース 
アプリケーションを最初に起動した際に、｢sohoLife.4DD｣｢sohoLife.4DIndx｣

｢sohoLife.Match｣という名のデータファイルセットがデフォルトデータフォルダ
に作成されたと思います。 

もし複数の会社等の請求書発行をおこなう場合は新規データベースにて新たな
データベース（データファイル）を作成します。 

任意の名前（日本語OK）を入力して保存して下さい。 データファイルはデ
フォルトデータフォルダに生成されます。 

Macの場合はホームフォルダの「sohoLifef」フォルダです。パスは、 

ディスク：ユーザー：［アカウント］：sohoLifef 

です。 

Windowsの場合は、 

C:¥sohoLifef¥Database 

です。 

新しいデータファイルを作成しますと、即データベースが切り替ります。 

第３章 - 2



soho Life / 第３章　ファイルメニュー 

データベースを開く 
「 新規データベース」メニューで生成した複数の

データベース（データファイル）を切り替えます。 

デフォルトデータフォルダにあるデータファイル
と、現在のデータファイルの階層にあるデータファイ
ルが表示されますので、任意のデータファイルをＷク
リックもしくは選択して開くボタンを押します。 

また「他を開く」ボタンで他の任意のフォルダにあ
るのデータファイルを開くこともできます。ダイアログ
が表示されますので拡張子が「4DD」のファイルを選
択し開いて下さい。 

以上でデータベースの切り替えができます。 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日付設定 
日付フォーマットを変更し見積や請求書の締め日を和暦表

示にもできます。 

データベースの日付は西暦で管理されています。残念なが
らここで指定されたフォーマットがすべての箇所に反映され
ません。一覧表示する場面では西暦表示に固定されていま
す。 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都道府県 
郵便番号関連データです。「保守」メニューの「郵便

関連データ読込み」にて市区町村、郵便番号データと一
括でインポートされます。 

市区町村 
郵便番号関連データです。「保守」メニューの「郵便

関連データ読込み」にて都道府県、郵便番号データと一
括でインポートされます。 

郵便番号 
郵便番号関連データです。「保守」メニューの「郵便

関連データ読込み」にて都道府県、市区町村データと一
括でインポートされます。 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記録 
内部的なエラーのログが、タイトル「エラー管理記録」と

いう名称で、また、Fax送信票や書類送付状のテンプレート
が保存されます。また、あなたのメモしておきたいことを保
存することができます。 
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